
 

 

 

 

グローバル人材育成に取り組む大学 

 

 

ここでは各大学がどのようにグローバル人材を育成しているのか、国際交流や海外研修な

どと併せて紹介していきます。 

 北から地域順に掲載

グローバル人材育成に取り組む大学 
 

星 槎 道 都 大 学 藤  女  子  大  学 
 

 

  海外研修制度              
 

本学では、毎年７月から 10 月の間に、海外語

学研修と海外研修を交互に実施しています。海

外語学研修においては、約３週間アメリカ又は

オーストラリアの姉妹校の協力を得て、語学力

を身につけると共に海外での学生生活を体験す

ることを目的としています。 

海外研修では、約２週間アメリカ・カナダを

中心に本学の姉妹校を２校又は３校訪問し、交

流を深めると共に各国の風物に親しみ国際感覚

を身につけることを主眼としています。 

 本学では海外８ヵ国 17 大学ならびに国内１大学と留学協定を結
んでいます。海外留学協定校では語学習得だけではなく、大学学部
の正規の授業に出席して学ぶことができます。 
 休学ではなく在学のまま１年間留学できるので、協定校で修得し
た単位を本学の学位として認定することにより、留学期間を含めて
４年間で卒業することが可能です。学内の国際交流センタースタッ
フが留学全般の相談に対応しています。 
 

【海外協定校】 

 イ ギ リ ス  ケント大学／リーズ大学／ニューカッスル大学 

        ロンドン大学 ユニバーシティ・カレッジ 

 ア メ リ カ  セント・エリザベス大学／マリアン大学／ベネディ

クティン大学 

 カ  ナ ダ  カルガリー大学／マキュワン大学 
 

 オーストラリア  グリフィス大学／オーストラリア・カトリック大学 

 

 台    湾  輔仁(フジェン)大学 
 

 韓    国  韓国カトリック大学／明知(ミョンジ)大学 
 

 中    国  上海外国語大学 
 

 フ ィ リ ピ ン  サン・カルロス大学／ミリアム大学 

【国内協定校】 上智大学 

  

北 星 学 園 大 学 北 海 学 園 大 学 
 

  北海道私立大学の先駆者として、  

  多彩なプログラムを展開      
 

海外協定校からの留学生も数多く受け入れ、アメリカ、

イギリス、カナダ、スイス、スペイン、インドネシア、中

国・韓国・台湾から毎年約 60 名の留学生を受け入れていま

す。提携校数は９カ国 16 大学で、１年間または１学期間の

留学制度があり、全ての学科から留学が可能。１年間の派

遣留学期間中に取得した単位は、本人からの申し出で、本

学の単位として認められます(上限 30 単位)。これまでの交

換留学生数(派遣・受入)は２千名を越えました。また、異

文化理解の促進や言語能力の向上を目的とした｢国際ラウ

ンジ｣では、留学生と会話をするだけではなく、留学生が自

国の文化を在学生に紹介したり、留学を終えて帰国した学

生による留学体験報告会が行われるなど、留学生との交流

が活発に行われています。 

人文学部／日本文化学科・英米文化学科 

「北の大地における新しい人文学の創成」を設立

の理念として掲げている人文学部は、平成 26 年度か

ら、グローバル化に対応した新カリキュラムを導入

しています。１・２年次に人文学部共通の幅広い教

養基礎知識を身につけ、３年次以降、日本文化学科

と英米文化学科の専門を深く学びます。 

 

 国際交流                 

本学は現在、カナダ(２大学)、韓国(１大学)、中

国(２大学)、ロシア(４大学)、モンゴル(１大学)の

10 大学と交流協定を結んでいます。 

教職員の学術交流をはじめ、学生交換事業で海外

研修を実施するなど、国際交流を行っています。 

http://www.seisadohto.ac.jp/
http://www.fujijoshi.ac.jp/
http://www.hokusei.ac.jp/
http://hgu.jp/


グローバル人材育成に取り組む大学 
  

北 海 道 情 報 大 学 北 海 道 文 教 大 学 
 

 国際交流について             
 

情報化・国際化が進展する社会に役立つ人材を育成す

るために、そして世界各国との輝かしい未来を築くため

にも、大学における国際交流活動は必須です。 

本学では設立当初から、地元江別市や札幌市、北海道

の国際交流機関との関わりを持ち、国際交流における独

自の貢献活動を行なってきました。 

現在では、次の大学との間で国際交流協定を結び、教

職員の交流、学生の相互留学、共同研究などを積極的に

進めています。 

・中国：南京大学、大連東軟信息大学 

・アメリカ：リン大学、ポートランド州立大学、マサチューセッ

ツ大学ボストン校、ロードアイランド大学 

・タイ：ラジャマンガラ工科大学タンヤブリ校、泰日工業大学、

キリスト教大学、スアンスナンダラーチャパット大学

・ベトナム：ＦＰＴ大学 

・マレーシア：ＵＣＳＩ大学 

 国際交流について            
 

本学は中国７大学、オーストラリア・カナダ・ニ

ュージーランド・台湾・韓国・ロシア各１大学と協

定を結び、学生の受入及び派遣を行っております。

協定校からは交換留学生、編入生など多くの留学生

が本学で学び、将来は留学生の本国と日本の架け橋

となる人材の育成に取り組んでいます。 

本学では、本学が派遣する１セメスター以上の私

費留学者に「海外留学奨励金」を助成し、交換留学

生には留学先大学の授業料免除を実施しています。

また、外国語学部国際言語学科では「海外語学研修

奨励金」制度を充実させて学生の海外経験を推奨

し、国際人としての一歩を踏み出せるよう積極的に

サポートしております。 
  

東 日 本 国 際 大 学 埼 玉 医 科 大 学 
 

 

  「英語特別講座」(海外研修)を実施しました。  
 

世界的な視野を持って地域で活躍できるグローカル人材の育

成の一環として、自分たちから発信する力、世界中の人々と交

流する力を育てていくために企画されました。 
 

この講座は、４週間にわたって、英国の地に滞在し、英語が

産まれ育まれてきた土地で学ぶことを通じて、英語の運用能力

の向上だけでなく、背景にある歴史を体験し、国際理解の経験

を積むことを目的として実施されました。 
 

 受講生は英国カンタベリー市にあるカンタベリー・クライス

ト・チャーチ大学で英語集中講座に参加し、日本人学生だけで

なく広く世界各国からの学生と机を並べる国際的な環境の中で

英語を学習。 
 

 また、宿舎として同大学の学生寮を使用するので、生活の中

でも、世界各国の学生たちと日々コミュニケーションを取りな

がら生活し、グローバル化が進展する世界の中で、今後の人生

にとって大きな糧となる貴重な体験ができました。 

 交換留学制度でグローバルな視野を育む     
 

【学生相互交換留学制度】 

 学生の研修と交流、さらに国際的視野の育成を目

的として、1995 年に始まった。この制度は、英会話

試験と面接による選抜を経た５年生 20 名(学年全体

の約 20％)が、夏休みなどの４週間、提携校とその大

学病院で臨床医学実習を行いながら過ごします。 

現在提携校はアメリカ、ヨーロッパ、アジアなどに

10 大学あり、これまで多くの学生が参加しています。

 また提携校からは毎年 20 名の学生が本学に留学

し、４週間をかけて BSL(Bed Side Learning)を行っ

ています。 

  

日 本 工 業 大 学 聖   徳   大   学 
 

創立以来、国際交流に積極的に取り組んでいます
 

「建学の精神」にも明記している通り、本学

では創立以来、学術的、人的な国際交流を積極

的に推進しており、現在では世界の理工系大学

12 校と提携しています。また、海外の拠点であ

るカナダキャンパスでは、学生の研修や文化交

流の場として、これからのエンジニアには欠か

せないグローバルな感性を養っています。 

また本学は 1978 年からネパールに学術調査

団を派遣し、仏教僧院の保存修復に取り組んで

きました。現在は 2015 年に発生した大地震被害

からの修復・復元活動に取り組んでいます。 

 

一流の文化と交流することによって、普遍性や固

有性、伝統に対して素直に感応する感受性を養いま

す。そして、自己への理解を深めることで、調和の

とれた豊かな人間性を育成します。 
 

「理解する心」を育む ― 海外研修 ―      
 

●文化への理解 ●自分への理解 ●学びへの理解 
 

大学全学科必修で、学科ごとに特色がある海外研

修を行っています。異なる文化を体験することで、

学問領域への理解を深めることができます。 
 

「英語力向上」サポート ― 語学教育センター ― 
 

●異文化交流 ●資格対策 ●スピーチコンテスト 
 

英語力向上のための教育研究センターです。ネイティ

ブスピーカーのスタッフとバイリンガルのスタッフが、

学生の自主的な英語力の向上をサポートします。 

http://www.do-johodai.ac.jp/
http://www.do-bunkyodai.ac.jp
http://www.shk-ac.jp/
http://www.saitama-med.ac.jp/
http://www.nit.ac.jp/
http://www.seitoku.jp/univ/


グローバル人材育成に取り組む大学 
  

千 葉 工 業 大 学 昭   和   大   学 
 

 グローバル化ビジョン(国際化の方針) 
 

千葉工業大学は、グローバル社会を生き抜くこと

ができる人材の育成を積極的に行うために、千葉工

業大学のグローバル化ビジョン（国際化の方針）を

定めました。今後も計画的に、質の高い留学プログ

ラムや国際交流を実現し、大学のグローバル化を推

進してまいります。 
 

１．本学学生の海外留学を促進する。 

２．実効のある英語教育の充実をはかる。 

３．海外大学等との連携を推進する。 

４．外国人留学生の受入れを推進し、本学学生との 

交流を促進する。 

５．本学が所在する地域の地方自治体等のグローバ 

ル化への貢献を行う。 

 国際交流プログラム          
 

 

【学生海外研修・実習】 

 昭和大学では、国際的な視野を持った医療人を

育てることを目的として各学部とも国際交流プロ

グラム・短期海外研修の企画・実施に力を入れて

います。語学研修プログラムから、海外の医療系

大学での実習を可能とする海外選択実習まで準備

しています。 

又、海外実習・研修奨学金を設け、海外研修、

実習を経済的面からもサポートしています。 

  

大 東 文 化 大 学 高  千  穂  大  学 
 

   留学制度さまざま。舞台は世界！   
 

●協定校留学  ●奨学金留学  ●短期語学研修 

●海外インターンシップ     ●私費留学 
 

毎年  本学→海外へ 約 376 人 

海外→本学へ 約 344 人 
 

 大東文化大学の建学理念は「東西文化の融

合」。創設時から、世界中の人や文化が国境を

越えて交差する大学でありたいと考えてきまし

た。国際交流センターでは 27 の国・地域の 98

大学と提携して様々な留学制度を設定し、学生

の海外留学を支援するほか、大東文化大学でも

多くの外国人留学生を受け入れキャンパス内で

の異文化交流を積極的に行っています。 

 海外留学制度                    
 

広く海外での学生生活を体験する事を奨励するとともに、国際的

視野に立つ人材の育成に資することを目的として、本学との協定校

あるいは本学が指定した大学に海外留学生・海外研修生として選抜

した学生を派遣しています。 
 

(1)海外中期・長期留学…派遣先はメリヴィル大学(米国テネシー州)、

ハンボルト大学(米国カリフォルニア州)、オレゴン大学(米国オレゴ

ン州)、フィッシャー大学(米国マサチューセッツ州)です。派遣期間

は３～４ヵ月と９ヵ月の２種類があります。留学先での学習成果に

ついて、所定の単位数を本学の単位として認定します(上限 30 単位)。

休学することなく４年間で卒業することができます。 
 

(2)海外短期留学…海外研修先は米国のハンボルト大学、中国の上海

師範大学、台湾の東呉大学です。派遣期間は３週間。｢短期留学｣の

単位も取得できます。現地の授業料、チューター費用、課外活動費、

事務手数料などは、奨学金で給付します。 
 

 海外短期・中期・長期留学奨学金制度         
 

海外短期・中期・長期留学における授業料を奨学金として給付し

ています。 

  

東 京 家 政 大 学 東 京 工 科 大 学 
 

 国際交流センター           

東京家政大学における国際化を推進するため、1993 年(平

成５年)４月に設立されました。現在、世界８カ国 13 大学

と提携し、大学企画の海外派遣プログラムとして 21 の研修

を実施しています。また、学生の個人留学に関する問合せ

や、留学準備にかかわる手続きの相談にも応じています。

さらに本学で学ぶ外国人留学生と日本人学生との交流行

事や、本学に在籍する留学生が日本で生活する上で必要な

各種手続きの相談・助言を行っています。 
 

 留学プログラム            
・専門研修：夏休み、春休みの２～３週間、海外で自分の

専門分野の現場を見て体験する 

・語学研修(短期)：夏休み、春休みの３～４週間の英語研修

・語学研修(長期)：６ヵ月間の英語研修 

・８～10 ヵ月間の語学・専門研修 

 海外研修について              
 

英語による講義、ディスカッションのほか、

ホームステイなどの多彩な活動を通して社会の

理解と異文化交流をはかる海外語学研修を実施。

また、アメリカの大学や博物館、テーマパークで

の研修プログラムなどを体験する海外研修も展

開しています。 

全学部において｢教養学環｣の教育により国際

的な教養を培うほか、工学部では、専門科目に

おいて英語テキストを用いてテクニカルな英語

表現の修得やプレゼンテーション力を高めるな

ど、実践的なグローバル教育を展開しています。

http://www.it-chiba.ac.jp/
http://www.showa-u.ac.jp/
http://www.daito.ac.jp
http://www.takachiho.jp
http://www.tokyo-kasei.ac.jp/
http://www.teu.ac.jp/


グローバル人材育成に取り組む大学 
  

東 京 理 科 大 学 文 化 学 園 大 学 
 

     世界を舞台に戦うために     
 

東京理科大学は「理学の普及を以て国運発展の基

礎とする」の建学の精神に基づき 1881 年に創立され

ました。創立以来からの伝統である「実力主義」を

受け継ぎ、今日では「自然・人間・社会とこれらの

調和的発展のための科学と技術の創造」を教育研究

理念に掲げ、正しい倫理観と豊かな人間性、国際的

視野をもつ人材の養成を目指しています。 

現在、科学技術の舞台はグローバルに展開されて

います。本学では国際的に先進的研究を実践するこ

とはもちろん、教養教育にも力を入れていきます。

東京理科大学は、伝統の実力主義を基に、世界が注

目する「理科大」を目指し挑戦していきます。 

 グローバル化するファッション領域で活躍できる人材へ 
 

 

創立以来、ファッション教育のパイオニアとして半世紀を

超える伝統と実績を誇る文化学園大学では、現代のグローバ

ル化するファッション領域で活躍するリーダーを育成する

ため、実践的な教育プログラムを展開しています。 
 

ファッションクリエイション学科と国際ファッション文

化学科を対象に行っている海外提携校とのファッション留

学プログラムは、在学中に留学をする場合の単位認定等に

ついて定めているもので、本学が定めた条件をクリアして

留学が認められた場合、休学することなく留学できます。
 

ファッション社会学科では、グローバル化する社会への

対応能力とファッション領域のマネジメント能力を育成す

るため、英語教育の充実や海外または国内の外資系企業で

のインターンシップをカリキュラムに組み込んでいます。

  

文 京 学 院 大 学 鎌 倉 女 子 大 学 
 

文京学院大学には海外で学びたい、留学した

い学生に専門スタッフが強力にサポートする

｢GSI Office｣やいつでもネイティブスピーカー

との会話が楽しめるチャットラウンジを設置。

また学生たちが能動的な学びを図れる｢Active 

Learning Studio｣にはテレビ会議システムも備

えており、海外や遠隔地との通信技術を活用し

た双方向授業も可能です。 
 

チャットラウンジ Active Learning Studio 
 

 海外研修                   

大学で学んだ教養や専門性の高い知識・技能に加え、語

学力と国際感覚を身につけることで、国際人として世界に

通用する人材になるための海外研修プログラムを用意して

います。 
 

【海外研修のポイント】 

・正規の科目として履修単位に…学びの一環として海外語学

研修プログラムを用意しています。研修期間は研修先や内容

により９日～15 日間で、学習した内容に応じて、専門自由科

目ＳＡＥ(海外研修)の正規科目として履修単位にすることが

できます。 
 

・語学能力に合わせて学習…現地では能力別のクラスに分か

れ、無理のない範囲で高い研修効果を上げることができます。
 

・イギリス・サセックス大学での海外語学研修…英国南部の

総合大学サセックス大学では、オリジナル語学プログラムで

学びます。英会話・リスニングなどのクラスを受け、近隣の

教育施設、博物館などの訪問、現地の保育園で子どもたちと

の交流も行います。 

  

山 梨 学 院 大 学 聖隷クリストファー大学 
 

       国際リベラルアーツ学部       

 

世界基準で物事を考え、グローバルな視点から思考す

る——2015 年４月開設の「国際リベラルアーツ学部国際リ

ベラルアーツ学科」は、入学と同時に集中的に英語力を

磨き、身につけた英語力をベースに多彩な授業科目を履

修していくアメリカ式リベラルアーツ型の教育を実践

しています。 

 本学部専任教員の約 80％以上が外国人教員。全授業科

目のほとんどは英語で実施。キャンパス内の寮で留学生

と共同生活など日本に居ながら海外留学の環境が得ら

れる、他にはない特徴はどれも魅力的であり、１年間の

海外留学も必須化するなど本格的。 

教員とのコミュニケーションを重要視し、少人数のイ

ンターアクティブな授業を多数展開。国際社会で活躍す

る確かな未来と直結した学びのステージです。 

 ひとまわり大きくなった自分に出会える  

 充実したプログラム           

 

意欲と好奇心にあふれる学生時代に海外へ飛び

出してみることは、大きな収穫につながります。

聖隷クリストファー大学では希望者を対象に海外

研修を実施。海外の医療･福祉施設の見学やホーム

ステイ、語学研修など、多彩なプログラムを用意

しています。貴重な機会を活用して、グローバルな

視野を備えたスペシャリストをめざしてください。

本学には国際交流センターがあり、これらの研修

や交流活動を企画し、幅広いサポートをしています。

http://www.ygu.ac.jp/
http://www.seirei.ac.jp
http://www.u-bunkyo.ac.jp/
http://www.kamakura-u.ac.jp
http://www.tus.ac.jp/
http://bwu.bunka.ac.jp/


グローバル人材育成に取り組む大学 
  

愛 知 工 業 大 学 桜 花 学 園 大 学 
 

     中国・東南大学との交流     
 

1980 年(昭和 55 年)に姉妹校提携を結んで以来、

中国・南京にある国立「東南大学」との交流を深

めています。提携当時は、中国政府教育部直轄の

重点大学に指定されている国立大学が、海外の大

学と正式に提携を結んだ最初の事例として注目を

集めました。現在も大学関係者の定期的な相互訪

問や、学生の留学、多様なテーマでの共同研究な

どを構極的に進めています。 

 英語でも保育でも海外経験が積めます。 

 

グローバル化が進む現代の日本には、英語力と社会の

ニーズを的確に捉えた教養を身につけた人材が必要と

されています。 

学芸学部英語学科では、１年次に全員が海外留学を経

験。また、中期・長期留学制度も充実。１年以内の留学

であれば、通常通り４年間で卒業が可能です。海外イン

ターンシップやフィールドワークなど、ビジネスや地域

活動の現場を体験し、社会のニーズを知る機会を豊富に

用意しています。 

保育学部に新設される国際教養こども学科では、オー

ストラリアにおける約 10 ヵ月の保育資格留学を経て、

卒業時に２か国の保育資格を持った教育者・保育者にな

ることが可能です。日本で、世界で、グローバル時代の

保育・幼児教育に貢献できる人材を育成します。 

  

中   部   大   学 名 古 屋 女 子 大 学 
 

 国際性を身につけることで、活躍の場は 

 さらに広がる。中部大学には日常的に  

 語学と触れ合える環境がある。     

 

世界中から留学生が集まり、国際交流も盛ん。

今注目度の高い「中国」からの留学生も多数。

学内に英会話教室も設置し、在学生は誰でも利

用可能。世界 21 ヵ国 41 大学・機関と交流し、

留学プログラムも短期・長期を含め幅広く用意

されています。 

【海外研修・海外演習】 

本学では、各学科・専攻の特色に合わせた海外研修・演

習プログラムを実施しています。食物栄養学科では、管理

栄養士の先進国・アメリカのカリフォルニア大学デービス

校で、２週間にわたり栄養学の講義を受け、米国登録栄養

士(RD)の職場も見学します。児童教育学科では、オースト

ラリアの小学校・幼稚園でのインターンシップを行い、小

学校高学年における外国語活動の必修化等に対応するた

め、英語力を高め、異文化への理解を深めます。 

【海外留学】 

２つの留学制度を設けています。ひとつは「協定留学」。

本学が協定を結んでいるイギリス２大学、アメリカ２大学、

オーストラリア１大学、ニュージーランド１大学、カナダ

１大学、フランス１大学の８校から留学先を選び、半年も

しくは１年間、外国語の基本技能を養い、専門の授業も受

けます。もうひとつは「認定留学」。学生自身が留学先機

関から希望する大学の入学許可を得て、本学学長認定のも

と留学することができます｡ 
 

  

京 都 外 国 語 大 学 大 阪 芸 術 大 学 
 

  グローバル市民を育てる本学ならではの教育  
 

国際観光文化都市・京都唯一の外国語大学として｢多言語

による外国語教育｣｢教養教育｣｢社会貢献活動を通しての実

践型教育｣を柱に、グローバル・マインドを持ち、京都から

世界へ羽ばたく人材の育成に力を入れています。2018 年４

月には新学部「国際貢献学部」(設置認可申請中)を設置し、

学園創設以来初の２学部体制となり、今後更なるグローバ

ル人材の育成に取り組みます。 
 

【学びの３つの特長】 

①教養あるグローバル人材への基礎づくり｢言語と平和｣

授業を通して建学の精神｢言語を通して世界の平和を｣

を理解し、将来のキャリア形成へ 

②外国語教育の強化 

専攻語はもちろん多言語を学べる環境を活かし、豊か

な国際感覚を修得 

③社会につながる教育の展開 

グローバルに活躍するための幅広い知識と教養を修得

 ■短期留学制度                      

本学は、アメリカを中心として造形美術大学で構成される｢アメリカ美

術大学協会｣(AICAD)の国際加盟校として交流協定を結び、短期留学を盛

んに行っています。留学期間中に履修した授業科目の単位については単位

互換制度により、卒業単位に認定されます。留学校に対する学費納入の必

要もありません。 

また、アメリカ以外の海外の大学とも交換教授制度、交流作品展を中心

にして活発な交流活動を行っています。 

●アメリカ合衆国…カリフォルニア美術大学 他 

●フランス…………国立ルイ・ルミエール高等学院 

●オーストリア……ウィーン音楽・表現芸術大学 

●韓  国…………弘益大学校 

●中華人民共和国…上海大学 美術学院 
 

 ■海外セミナー                      

海外で芸術を学ぶセミナーは多くの学生に好評を得ています。たとえ

ば、ヨーロッパ国際セミナーでは、イタリアのミラノ工科大学・ポリデザ

イン協会で、デザイン・美術の授業を受講することができます。また、ス

ペイン国際セミナーでは、一般の観光では見ることができない、サグラ

ダ・ファミリアの建築現場を専門家の解説付きで回ることができます。

ほかにも、ウィーン音楽・表現芸術大学で現地教授の個人レッスンを受

けられるヨーロッパ音楽セミナーといった、音楽関係学科の学生のみを対

象としたものもあるなど、充実のラインナップになっています。 

http://www.ait.ac.jp
'http://www.ohka.ac.jp
http://www.chubu.ac.jp/
http://www.nyusi.nagoya-wu.ac.jp/
http://www.kufs.ac.jp/
http://www.osaka-geidai.ac.jp


グローバル人材育成に取り組む大学 
  

関 西 外 国 語 大 学 四 天 王 寺 大 学 
 

 年間 3000 人規模の国際交流を展開              
 

英語キャリア学部英語キャリア学科では、１、２年次の Super IES プロ

グラムでの英語力養成に加え、国際教養科目やビジネス科目を履修、３年

次に１年間の専門留学を経験(原則全員参加)。授業の多くをオールイング

リッシュで受講することができます。 

〔英語キャリア学科小学校教員コース〕は英語教員養成の実績を生か

し、｢英語が使える小学校の先生｣を養成しています。教育界のニーズを先

取りした試みです。 
 

 外国語学部英米語学科では 2017 年度から｢Super IES プログラム｣がス

タート。厳選された海外協定大学と協働開発した先進的な英語教育を実践

しています｡ 
 

英語国際学部は語学力と国際力を備えたグローバル社会を支えるビジ

ネスパーソンを育成します。２年次には、各１学期間の英語留学と中国語

留学が組み込まれています(原則全員が対象)。 
 

 

 54 カ国・地域 383 大学と交流協定              
 

キャンパスは留学生と外大生の交流の場となっており、居ながらにして

グローバル社会を体験できます｡ 

グローバル化が進む社会で求められるのは、高度な言語運用能力だけで

はなく、文化や価値観の違いによって生じる多種多様な問題を迅速に理解

し、それに対応できる能力です。これらは、さまざまな異文化体験を通し

てこそ身につくものです。関西外大は国際社会に貢献できる人材を育成す

るために、できるだけ多くの留学や異文化体験の機会を提供しています。

    海外留学を全面サポート   
 

国際キャリア学科実施の「ニュージーランド留

学・研修」は、TOEIC
®
L＆R730 点以上の獲得をめざ

すプログラムです。 

このプログラムに参加し、自分のキャリアアップ

を図りたいという向上心と勉学意欲に燃えた学生を

応援するため、留学奨学金 100 万円以上相当を支給

する奨学金制度を用意しています。本学科では１年

次の英語関連科目において、習熟度別にクラス編成

を行って一人ひとりの英語力を高めるとともに、成

績優秀者にこの奨学金を支給します。高い語学力と

幅広い知識で就職や留学など希望の進路をめざしま

す。 

  

神 戸 学 院 大 学 岡 山 理 科 大 学 
 

  留学・研修プログラム            

12 カ国 35 大学と国際交流ネットワークを締結。 

一人ひとりの希望に合わせた留学が可能です。 

■長期留学制度…自分の興味や語学レベルにあわせて、多

彩な留学制度を設けています 

■短期海外研修…２週間から１カ月間、提携大学で語学研修
 

  国 際 交 流                

楽しみながら異文化に触れられる国内のプログラムも充実。

神戸学院大学なら無理なく力をつけ、高い成長をめざせます。

1966年の創立以来『国際的視野に立つ人材の育成』をめざ

し、国際交流に力を注いできました。近年、留学制度だけ

でなく、学内での国際コミュニケーションの機会を増やす

取り組みにも力を入れており、また世界に語学力を示すこ

とができる各種語学試験の対策にも注力。これにより、学

生のみなさんが楽しみながら無理なく、高い国際コミュニ

ケーシヨン力を身につけることができます。 

  活躍の場は世界！ 国際感覚を身につける 
 

本学では、18 か国 69 の学園・教育機関と教育交流

協定を締結し、共同研究や教育をはじめ、日本人学

生の海外研修、外国からの留学生の受け入れなどを

実施しています。 
 

【教育交流協定を締結している国名、学園・教育機関数】 

アメリカ(６校)、カナダ(１校)、ブラジル(２校)、イギリス(４校)、

オーストリア(２校)、フランス(１校)、中国(14 校)、韓国(15 校)、

台湾(10 校)、スリランカ(４校)、タイ(３校)、シンガポール(２校)、

フィリピン(１校)、オーストラリア(１校)、マレーシア(１校)、

コンゴ(１校)、モンゴル(１校)、メキシコ(１校) 
 

【海外研修実施校】 

アメリカ：ライト大学、フィンドリー大学 

ブラジル：パラナ・カトリカ大学、パラナ連邦大学 

韓  国：湖西大学 

台  湾：致理科技大学 

  

福   山   大   学 福 山 平 成 大 学 
 

 学術教育研究協定締結校について          
 

 

福山大学と学術協定を締結している大学は以下の13大学

です。 
 

アメリカ合衆国   カリフォルニア大学リバーサイド校(UCR) 
 

中華人民共和国   対外経済貿易大学、首都師範大学 

貴州師範大学、中山大学外国語学院 

湖南大学、上海師範大学 

天津科技大学、西安培華学院 

四川外語学院成都学院 

広東技術師範学院、凱里学院、延辺大学 

山西師範大学、江西師範大学、河北大学 
 

ブルガリア共和国  ソフィア大学、ヴェリコ・タルノヴォ大学 
 

ベトナム      ベトナム国家農業大学、ベトナム国家大学

ホーチミン市校人文社会科学大学、ベトナ

ム貿易大学 
 

インドネシア共和国 ウダヤナ大学 
 

 

 留学の種類                   
 

 夏季集中語学研修、一般留学(短期・長期)、交換留学(派遣) 

 国際感覚と広い視野を養う異文化体験             
 

IT 革命によって急進するグローバリゼーション(国際化)の時代。これ

からは一人ひとりが地球的規模でものごとを考え、判断し、行動していく

ことが当然のように要求されてきます。福山平成大学では、留学制度や海

外研修旅行など、グローバルな視野を広げる機会を大いに設け、学生の向

上心に応えています。 
 

 夏期集中英語研修                      
 

夏休みを利用して、姉妹校であるカリフォルニア大学リバーサイド校

(UCR)へのおよそ１か月の短期留学(希望学生のみ)を実施。UCRの所在

地・ロサンゼルス郊外の一般家庭にホームステイしながら同校に通い、ア

メリカ文化を体験するとともに、英語力アップを目指します。およそ１か

月にわたる集中英語研修で英会話(集中英語研修(４単位))を取得するこ

とができ、短期間ながら有意義な留学体験は、学生を大きく成長させます。 
 

 米国カリフォルニア大学リバーサイド校（姉妹校）       
 

アメリカ最高水準の研究教育機関として知られるカリフォルニア大学

リバーサイド校。本学とは強い友好関係によって結ばれており、学生と教

員の相互交流、共同研究の企画・推進など、活発な交流が行われています。

さらに国際理解教育の一環としてUCRより講師を招き、英会話の教鞭を

とってもらうなど、生きた海外文化にふれることができる環境作りにも努

めています。 

 

http://www.fukuyama-u.ac.jp
http://www.heisei-u.ac.jp
http://www.kobegakuin.ac.jp/
http://www.ous.ac.jp/
http://www.kansaigaidai.ac.jp/
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/
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